

































































































































































































































































































































真樹 『大増員時代の弁護士 弁護士観察 日記
PARTl』(2011),『破綻する法科大学院 と弁
護士 弁護士観察 日記 PART2』(同)『司法













































































































































































































































































































































































































































ったい何なのか? ｢何 となく漠然 と過去の法
律家の質,しかも誰も定義 したことも計測 した
こともない過去の法曹の質を 『所与』 として,
















































































































































































































































































































私は拙著 『法の支配 と司法制度改革』の ｢第











































































｢『人材養成付 きの改革』 とい うこの大事な観点を
審議会がどのように具体化できるか,ここにこの
審議会の活動の成否全体がかかっている｡｣ と述べ
































日)なあ 原子力規制委員会設置法 1条は ｢原子
力利用｣に関する ｢政策に係る縦割 り行政の弊害































10) 拙訳著 ･前掲 『[翻訳]スウェーデン訴訟手続
法』352頁｡













知能の働 きが補填 して くれることを願 うものであ
る｡
13) 拙著 『裁判法の考 え方』(1994,信山社)93頁
参照｡
14) 拙著 A 32頁注2など参照｡
15) 拙著 A 34頁注11｡
16) 瀬木 ･前掲 (注11)『民事訴訟実務 と--』
507-508頁｡
17) 瀬木 ･同書570頁｡｢みずからの生き残 りの方向


























画するならば,一般上級職 との一元化 を図るべ き
です｡そんなことも考 えつかない ようでは,法化
社会 を議論する資格があ りません｡｣(拙著B 31
頁注 31)
22) 拙著 A 36-37頁｡
23) その他の重要な問題 として, 日隅一雄弁護士は
マスコミが権力監視の役割 を果た していない こと
を多 くの市民が実感することになった事実を挙げ







及 しているが (同書 141頁以下),私は司法制度改I 攻
も一言 した (拙著B草 との関連においてこの点に
68頁注 2)0
24) 古賀 ･前掲 (注5)『決別 !-･-』157頁｡
25) 千葉 ･前掲 (注21)｢国家公務員-･-｣14頁｡
26) 古賀 ･前掲 (注5)『官僚の責任』67頁以下,同
『官僚 を国民のために働かせる法』(2001,光文社
新書)94頁以下参照｡
27) 以下は,中野 ･前掲 (注 5)『1勝 100敗 卜-』
29頁に出て くるキャリア官僚たちの会話である｡








28) 氏は ｢原子力村｣ と同様に,｢法科大学院村｣は
推進派の法曹三者,大学関係者,文科省,大マス





を保 ってきた法学部村や準法曹村 と "食 うか,食
われるか" の激烈な生 き残 りを賭けた闘争を覚悟
しなければならない｡既存のシステムを基本的に
維持 し,微調整で しのごうとするのは座 して緩慢
な死 を迎えつつあるに等 しい とい う冷厳な現実認
識が要求 され よう｡｢『われわれは進むも地獄,過
くも地獄』 とい うべ き厳 しい状況の中にあると思
う｡だ とすれば,座 して自滅の道 を選ぶのではな
く,死中に活 を求めて改革の道 を前進するよりは











を決然 として支持するもの として,鈴木繁次 『弁
護士道の実践 - 法の支配による平和 ･人の幸せ
を求めて- 』(2012,民事法研究会)は注目に値
する (とくに116頁参照)｡ちなみに,氏は旧司法
試験委員 (民法) も経験 した篤学の士で,神奈川
大学法科大学院の教授職に6年間あった人である｡
氏の所見は弁護士の既得権益に囚われない良心的
発言 とい うぺ く,読者に-服の清涼剤の感 を与 え
る｡神奈川新聞の同書の書評は,司法試験 を競争
試験から本来の資格試験に戻せ とい う著者の主張
(108頁)について ｢素人か らみて もまっとうな言
説｣ と評する (同紙2012年 8月5日 (日)8面)0
ちなみに,司法制度改革による弁護士増員のも
たらす問題点なるものは,実は弁護士 プロパ ーの
問題 を超 えて広 く医師その他の高学歴 ワーキング
プア問題の一環で もあることが認識 されなければ
ならない｡増員反対論者にはこのことがほ とん ど







31) わが国における法科大学院構想の創唱者 とい う
べ き柳田幸男弁護士の案は米国型 ロースクールを
モデル としていた｡拙著 A 27頁｡





33) 同書54頁｡瀧本 ･前掲 (注29)『僕は君たちに
--』は,｢私が若い人々に伝 えたいことの中でも
とくに強調 しておきたいのが 『リベラル ･アーツ』
を学ぶことの重要性だ｡｣(281頁) と述べ る｡｢大
学で学ぶ本物の教養には深い意義がある, とい う
価値観は世界で共通 してい る｡｣(283頁) とい う
言葉は銘記に値す る｡なお,同 『武器 としての決
断思考』(2011,星海社新書)』の ｢は じめに 『武
器 としての教養』 を身につけろ｣(3頁以下)参照｡
法 を中心 とした一般教養学部への転身は決 して法
学部の転落ではないことを知るべ きだ｡(水田洋 ら







































































で許 してもらえるか,と愚考 して書 き進めた次第
である｡










ない｡｣ とする (久保利 ･前掲 (注34)｢司法試験
と--｣65頁)｡一つの現実的な提案といえよう｡
42) このことは拙稿 ･前掲 (注37)｢法学教育にお
ける-･-｣38頁で指摘 した｡
43) 目の前に難 しいテス トがあると ｢よし,100点
とるぞ !｣ と一種の ドーパ ミン効果がでるみたい
で,受験が一種の快楽になっている受験秀才がい






ろ出された問題を解 くとい うだけの優秀 さなので





























47) 久保利 ･前掲 (注39)｢司法試験 と---｣64頁｡
48) 準法曹概念について詳 しくは,拙稿 ｢法の担い
手の特殊 日本的存在形態- "擬似的法の支配"
の担い手 としての準法曹｣『法の担い手たち』法文
化 (歴史 ･比較 ･情報)叢書(令 (2009,国際書院
⑨)222-224頁参野0
49) 同論文230頁｡古賀氏は最近の事例 として ｢幼
保一元 (一体)化｣ とい う政策がなかなか進展 し
ないのも,幼稚園は文部科学省,保育所は厚生労













訴訟が有名である (拙著A 130頁注 15)0
54) 太田 ｢法曹の質 とロースクール｣ロースクール
研究 15号 (2010)59頁｡
55) 引用はいずれも同論文62頁｡





























(河野 ･前掲 『司法改革の-』はこの点を重視 して








3Yの原則 (第 1のY やわ らかな頭,第 2のY
優 しい--I,第3のY 勇気)を提唱してお り

















































































































｢『地中海』 と私 8 市場 ･資本主義 ･歴史｣(浜
名優美訳 『(普及版)地中海 Ⅲ 集団の運命 と全











































































78) 馬場健一教享受は ｢行政が---粗雑な我流の 『法
























のを感 じた (同 ･前掲 (注58)｢『隣接』の--｣
235頁)0




84) 拙著 B 66頁以下｡
85)NHKEテ レ ｢さかのぼ り日本史 島原 の乱





















りまとめる予定 とい う (同記事)｡さらに同月21
日の報道は,有識者会議 (｢法曹養成制度検討会
議｣)の座長に佐々木毅教授 (注4のコラムの筆






た (同紙同年9月1日 (土)12面,同月8日 (土)



















者 として活動 したジョン･ゴフマン博士 とい う米
国の学者の事例に言及 して,｢私は学者の言 うこと
を信頼するかどうかを判定するには,その人の主
張することを理解するだけでは不十分だと思って
います｡その人が立派な人なのかどうか,それが
大切であって,立派な人であれば言 うことを信 じ
る｣(285頁)｢こんな考えは,学者の世界では邪
道かもしれません｡ しか し私は,--･いろいろな
分野を渡 り歩いて研究 し,いろいろな学者を見て
きたのですが,最終的にこの,世間的な方法が一
番信頼できる,とい う結論に到達 したのです｡｣
神奈川ロージャーナル 第5号
(286頁) と述べている｡法律学や司法制度改革の
議論においては一入このことが強調されるべきだ
ろう｡顧みて伍促たるものがあることを認めざる
67
を得ないけれど,自分自身のことについては読者
のご判断に委ねるはかない｡
